
42地域導入
育成人数：4,031名
※令和７年４月１日現在

金沢市（114名）
平成28年6月～

札幌市（124名）
平成28年3月～

（平成25年4月～ 総合特区）

陸前高田市（8名）
平成28年6月～

福島県（225名）
平成26年4月～

東京都（222名）
平成28年6月～

佐渡市（20名）
平成28年6月～

島根県・鳥取県（173名）
平成27年11月～

奄美群島（168名）
平成29年2月～

京都市（156名）
平成27年11月～

九州地域（264名）
平成26年3月～

益田地区（26名）
平成25年12月～

沖縄県（501名）
平成19年4月～

旧地域限定通訳案内士
平成25年11月～
旧特例通訳案内士

泉佐野市（101名）
平成25年4月～

高野・熊野地域(284名)
平成25年4月～

奈良県（102名）
平成27年4月～

北海道(87名)
平成20年4月～

岩手県（35名）
平成19年4月～

栃木県（30名）
平成20年4月～

飛鳥地域（34名）
平成28年11月～ 山梨県（175名）

平成27年11月～

長野県（10名）
平成28年3月～

長崎県（44名）
平成19年4月～

香川県(143名)
平成30年4月～

富山県(44名)
平成30年5月～

杵築市(22名)
平成30年８月～

広島県（339名)
平成30年4月～

高知県(102名)
平成30年11月～

静岡県（47名）
平成19年4月～

高島市(13名)
令和元年6月～

山口県央連携都市圏域(70名)
令和元年6月～

鹿児島県（43名）
平成31年3月～

中津市(17名)
令和元年6月～

竹田市(12名)
令和元年6月～

阿蘇地域(31名)
令和元年6月～

北庄内地域(14名)
令和元年12月～

大山地域(34名)
令和2年7月～

飛騨地域（73名）
平成27年11月～

長浜市(21名)
令和3年3月～

安曇野市(32名)
令和3年3月～

横手市（17名）
令和4年7月～

熊本市（44名）
令和5年3月～

地域通訳案内士の導入状況（令和７年４月１日時点）

今治市（10名）
令和6年4月～


